第７回国際癌治療増感研究協会各賞

募　集　開　始　！
　国際癌治療増感研究協会では、癌治療増感研究の発展を図るために次の各賞を設け、癌治療増感研究に取り組む研究者ならびにその研究を支援しています。
　第７回を迎えたこれらの賞が、世界の癌治療増感研究の礎となることを心から願い、皆様のご応募をお待ちしています。 

『菅原賞』
−協会の設立ならびに発展に尽力され、日本のみならず国際的な癌治療増感研究の進歩に大きく貢献された、菅原努先生（国際癌治療増感研究協会名誉会長）の栄誉をたたえて設置された賞−
対　　象：癌治療増感に関する研究で多大なる貢献があり、国際癌治療増感研究協会に功労のあった研究者 （1 名）。
授　　与：賞状と記念品
応募条件：応募時に協会の会員であること。
平成１８年５月１９－２０日に開催される第１２回癌治療増感研究会に出席し、講演を行うこと。
応募方法：自薦他薦を問わない。
別紙の応募書類［A］に必要事項を記入し、必要書類と共に協会事務局へ送付。
『国際癌治療増感研究協会賞』
対　　象：癌治療増感に関する研究成果が顕著な研究者または研究グループ代表者（1 名）。
授　　与：奨励金 30 万円と賞状
応募条件：応募時に協会の会員であること。

平成１８年５月１９－２０日に開催される第１２回癌治療増感研究会に出席し、講演を行うこと。（この賞はこれまでの研究成果に重点をおいて評価し、今後の発展を願って授与します。授与式の後、これまでの研究成果と今後の抱負についての発表をしていただきます）。
授与された奨励金の使途について、報告すること。
応募方法：自薦他薦を問わない。
別紙の応募書類［B］に必要事項を記入し、必要書類と共に協会事務局へ送付。
『国際癌治療増感研究協会研究奨励賞』
対　　象：癌治療増感に関する萌芽的研究を行う研究者または研究グループ代表者（1 名）。
授　　与：奨励金 20 万円と賞状
応募条件：応募時に協会の会員であること。
選考時（平成 17 年 2 月 ）に40 歳未満であること。
平成１９年に開催される第１３回癌治療増感研究会に出席し、研究発表を行うこと（この賞はこれまでの研究成果はもちろんのこと、これから何をおこなうかということに重点をおいて評価し、授与します。このため受賞 1 年後に研究成果の発表をしていただきます。研究が継続中の場合には、経過報告を行って下さい）。
授与された奨励金の使途について、報告すること。
応募方法：自薦他薦を問わない。
別紙の応募書類［C］に必要事項を記入し、必要書類と共に協会事務局へ送付。
『国際癌治療増感研究協会国際研究奨励賞』
対　　象：癌治療増感に関する最近の研究成果が顕著であるか、もしくは萌芽的研究を行う発展途上国の研究者または研究グループ代表者（1 名）。
授　　与：奨励金 25 万円と賞状
応募条件：発展途上国の研究者であること。

選考時（平成 18 年 2月 ）に 45 歳未満であること。

原則として、平成１９年に開催される第１３回癌治療増感研究会に出席し、研究発表を行うこと（この賞はこれまでの研究成果はもちろんのこと、これから何を行うかということに重点をおいて評価し、授与します。このため受賞 1 年後に研究成果の発表をしていただきます。研究が継続中の場合には、経過報告を行って下さい）。その際に、奨励金を渡航旅費・国内旅費等に充当してよい。止むを得ず癌治療増感研究会に出席できない場合には、平成19年3月31日までに、研究成果報告書または研究経過報告書を国際癌治療増感研究協会会長に提出すること。これらの報告書は第１３回癌治療増感研究会の抄録集に掲載される。
授与された奨励金の使途について、報告すること。
応募時に日本国内において留学、研修中でもよい。


応募方法：自薦他薦を問わない。
別紙の応募書類［D］に必要事項を記入し、必要書類と共に協会事務局へ送付。
応募締切

平成 17 年 12月 20 日（火）必着
（各賞とも）
応募書類送付先

国際癌治療増感研究協会事務局
〒606-8225　京都市左京区田中門前町103-5

パストゥールビル5F

TEL  : 075-707-2220　FAX : 075-707-2221　E-mail : info@iasct.jp
ホームページ：http://www.iasct.jp/
選考日
平成１８年２月１１日（土）

授与式

平成１８年５月１９－２０日 

会場：富山国際会議場

日程、場所の詳細につきましては、決まり次第お知らせ致します。
応募希望の方は、HPより応募用紙をダウンロードして頂くか、上記事務局までお知らせ下さい。

応募用紙をお送りします。
お問合せは、上記事務局まで。
